
 

 動き出した沼津の取り組み 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぬまづ 
の今 

着実に進む基盤整備 

① 鉄道高架事業の進捗 

公共利用や民間投資による活用 ⇒ まちの活性化 

沼津駅 

 

・駅周辺の公共空間をヒト中心に再編 

・拠点性の強化に資する都市機能の立地 

・まちなか居住の促進に向けた取組 

・中心市街地とその周辺の連携によるにぎわいの相乗効果 

鉄道高架の実現 

 

貨物駅・車両基地移転、鉄道高架化工事着手 

② 本市の骨格を形成する 

主要道路などの整備が 

今後 10 年で進行！ 

 

道の駅の設置検討 

新貨物ターミナル用地 

白隠のみちの整備 

帯笑園 

 
 

東駿河湾環状道

路と国１の結節

点として期待が

高まる西部地域 
 

 

 

③ 新市民体育館の整備 
 

「魅力と賑わい」を 

創出する空間づくり 

 

 

 

 

令和４年度 
オープンに向け整備 

 

 

古墳と道路の両立 

沼津駅 

鉄道高架に合わせたまちづくりの展開 



② リノベーションまちづくり 

遊休不動産の再生・活用により 

エリアの価値を高める！ 
 

 
 

   
 
 
 
 
 
  H27～30 で約 40 事業を創出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民のまちづくりへの参画 

① 民間支援まちづくりファンド 

民間ならではの発想で沼津を元気に 

する「まちづくり活動」を支援 
 

H28～31 で１４８事業が採択 
   
 

 

 

「沼津をこんなまちにしたい」 
「沼津でチャレンジしたい」 

という思いを応援！！ 

 

 

 

民間主導の収益性のある 
事業を行政がサポート 

↓ 
「質の高い雇用の創出」 

 

子育て支援・健康づくり・スポーツ振興 

① 子育て支援 

・18 歳以下のこども医療費の無料化（H29.10～） 

・放課後児童クラブの待機児童対策 

・子育てママさんとの連携による情報発信（ポータルサイト作成） 

② 健康づくり 

・高齢者自身が健康チェックによりフレイル予防 

 を学び、社会参加する仕組みづくり 

③ スポーツ振興 

・日本フェンシング協会との連携による 

「金メダリスト育成プロジェクト」等の取り組み 

・サイクルツーリズムの推進 

 
 
 

 

 

公民連携
の推進 


